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須賀 隆１     

 

1 はじめに 

2033年問題については一般的な解説が国立天文台サイ

ト２や『暦の大事典』のコラム「2033年問題」３にあり、

問題の概要を知ることができます。しかし 2033年問題は

多岐にわたる歴史的経緯の結果であり、その全体像を知る

には多面的な切り口で分析せねばなりません。 

具体的には、 

 

 

(1)中国での定気法の導入の歴史 

(2)日本での定気法の導入の歴史 

(3)日本で2033年問題がどのように知られてきたか 

 

などの切り口が必要です。このうち(3)については、昨年の

『日本暦学会』第24号「2033年問題はどのように知られ

てきたか」４にて、私の知るところを記しました。今回は(1)

と(2)について、下記の年表を辿りながら文献を見ていきた

いと思います。 

 

表 1定気法の導入年表 

西暦 中国 日本 

紀元前 104 
太初暦の採用 

  
歳中置閏法の初め? 

92頃 後漢の賈逵が月行遅疾を発見５  

6世紀後半 北斉の張子信が日行盈縮を発見６  

6世紀末頃 隋の劉焯が皇極暦で定気を導入したが、実施されず  

619 
戊寅暦の採用 

  
定朔平気法の初め 

1642-1643 遡及した時憲暦萬年書で冬至が十月になる  

1645 
時憲暦天聡戊辰元法(暦元 1628年)の採用   

定朔定気法の初め   

1685   貞享暦(暦元 1684年)の採用 

1699-1700 

冬至春分間が中一か月 

この頃に現行の「求閏月以前後両年有冬至之月為準中

積十三月者以無中気之月従前月置閏一歳中両無中気

者置在前無中気之月為閏」という置閏法が定まったと

みられる。 

  

1726 時憲暦康熙甲子元法(暦元 1684年)の採用   

享保年間  

徳川吉宗「有徳院様暦數御尋之」で下問 

>一、時憲暦ハ、何の世、誰人の作ニて候哉、 

>是ハ組立等相知レ不申候哉。 

がなされる。 

1742 時憲暦雍正癸卯元法(暦元 1723年)の採用   

1755   
宝暦暦の採用 

彼岸の日取りが実質定気に 

1811 御製萬年書の修正   

1844   
天保暦の採用 

定朔定気法の初め 

1851-1852 冬至春分間が中一か月   

1873   グレゴリオ暦の採用 

1909   旧暦の頒布この年まで 

1912   
『日本百科大辭典』(第六巻)刊行 

旧暦ルールの定式化 

2033 秋分冬至間が中一か月 2033年問題 

 

 

2 中国での展開 

中国では表 1に見るように月の運動の不等(月行遅疾)や

太陽の運動の不等(日行盈縮)が発見されていきました。日

行盈縮を暦面の二十四節気に反映させるという定気法が最

初に提案されたのは皇極暦の劉焯によってで、日行盈縮が

発見されてほどなくの隋代のことです。隋書律暦志下の皇

極暦の条７には、 

定朔無中氣者為閏、満之前後、在分前若近春分後、秋

分前、而或月有二中者、皆量置其朔、不必依定。 

定気法の導入の歴史 
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とあります。 

 

しかし皇極暦は実施されることなく千年の時が流れます。 

 

そして遂に定気法が実施されたのは清の時憲暦でした。

時憲暦は清一代の暦法ですが、細かく見ると途中で二回改

訂されており、天聡戊辰元法(暦元 1628年)、康熙甲子元法

(暦元 1684年)、雍正癸卯元法(暦元 1723年)の３つに分割

することができます。 

 

まず、遡及した時憲暦萬年書で冬至が十月になる例が、

天聡戊辰元法の時代に見られます８。 

 

清の崇徳7年(1642)～8年(1643) 

No.   朔     中気と暦月配置 

1 1642/08/25 09/23 (秋分) 

2 1642/09/24 10/23 (霜降) 

3 1642/10/24 閏九月 

4 1642/11/22 11/22 (小雪), 12/21 (冬至) 

5 1642/12/22 十一月  

6 1643/01/20 01/20 (大寒) 

7 1643/02/18 02/19 (雨水) 

8 1643/03/20 03/21 (春分) 

9 1643/04/18 04/20 (穀雨) 

 

この頃は、康熙甲子元法にある有名な置閏法９ 

 

求閏月以前後両年有冬至之月為準中積十三月者以無

中気之月従前月置閏一歳中両無中気者置在前無中気

之月為閏 

 

は、まだ使われていなかったのです。スーザン・ツムラ氏

は「最初の無中気月を閏月とする」という素朴な置閏法を

想定しています。 

 

康熙甲子元法の置閏法が定まった時期は正確にはわかり

ませんが、そのヒントはあります。 

 

清の康煕38年(1699)～39年(1700) 

No.   朔     中気と暦月配置 

1 1699/08/25 閏七月 

2 1699/09/23 09/23 (秋分) 

3 1699/10/23 10/23 (霜降) 

4 1699/11/21 11/22 (小雪) 

5 1699/12/21 12/21 (冬至)  

6 1700/01/20 01/20 (大寒), 02/18 (雨水) 

7 1700/02/19 03/20 (春分) 

8 1700/03/21 二月 

9 1700/04/19 04/20 (穀雨) 

 

この例では冬至と春分を含む月の間隔は中 1か月しかあ

りません。後述のとおり後の嘉慶年間に宮廷祭祀の日取り

が問題になったのですから、当然この年についても同じ問

題が議論になったでしょう。おそらくこの年の閏をどのよ

うにするかという議論の中で、康熙甲子元法の置閏法が定

まったものと推定しています。ただし、この年の場合は「最

初の無中気月を閏月とする」場合も閏七月となり、置閏法

の差は暦面１０には現れません。 

 

そして、置閏法の差が初めて暦面に現れるのが、よく知

られた嘉慶年間の例なのです。 

 

清の嘉慶18年(1813)～19年(1814) 

No.   朔     中気と暦月配置 

1 1813/08/26 09/23 (秋分) 

2 1813/09/24 九月 

3 1813/10/24 10/24 (霜降), 11/22(小雪) 

4 1813/11/23 12/22 (冬至) 

5 1813/12/23 01/20 (大寒) 

6 1814/01/21 02/19 (雨水) 

7 1814/02/20 03/21 (春分) 

8 1814/03/22 閏二月 

9 1814/04/20 04/21 (穀雨) 

 

「最初の無中気月を閏月とする」と上記の九月が閏八月に

なります。『皇朝続文献通考』１１ 第二百九十四嘉慶十六

年の条には、 

 

推算至二百年其毎年節氣以及置閏之月倶與時憲無訛

等語定時成歳所以順天行而釐庶績 南郊大祀應在仲

冬之月上丁上戊應在仲春之月… 

 

とあります。冬至が仲冬之月、春分が仲春之月に在るか否

かを気にしたのです。 

 

 しかし、19年後の咸豊年間の場合は冬至と春分を含む月

の間隔が中 1か月となり冬至が仲冬之月、春分が仲春之月

に在るようにはできません。 

 

清の咸豊元年(1851)～二年(1852) 

No.   朔     中気と閏月候補の暦月配置 

1 1851/08/27 9/23 (秋分) 

2 1851/09/25 閏8月 

3 1851/10/24 10/24 (霜降) 

4 1851/11/23 11/23 (小雪), 

5 1851/12/22 12/22 (冬至)  

6 1852/01/21 01/21 (大寒), 02/19 (雨水) 

7 1852/02/20 03/20 (春分) 

8 1852/03/21 二月 

9 1852/04/19 04/20 (穀雨) 

 

冬至と春分を含む月の間隔が中 1か月しかないという康

煕年間の事例が康熙帝に承認されたことを、嘉慶年間の暦

官は当然知っていたはずですから、暦官が推算したのは、

あくまで「冬至を含む月の間隔が中12か月の場合、その期

間の最初の無中気月を閏にすると、冬至が仲冬之月、春分

が仲春之月に含まれるか」ということで、実際以後二百年

にわたって、うまくいかない例はなかった。康煕年間や咸

豊年間の例のように冬至を含む月の間隔が中 11か月の場

合はもともと閏月を置く余地がなく、よって推算対象では

なかったのではないかと思われます。 

 

「冬至を含む月の間隔が中 12か月であるにも関わらず、

冬至が仲冬之月、春分が仲春之月に含まれるべきという要

請を、その期間の最初の無中気月を閏にするという康熙甲

子元法の置閏法で満たせない」という、嘉慶年間の暦官の

想定外の事態は西暦 28世紀にならないと起こりません。 
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西暦2728年-2729年 

No.   朔     中気と暦月配置 

1 2728/11/23 12/22 (冬至) 

2 2728/12/23 閏十一月 

3 2729/01/21 01/21 (大寒), 02/19 (雨水) 

4 2729/02/20 03/21 (春分) 

5 2729/03/22 二月 

6 2729/04/20 04/20 (穀雨) 

 

嘉慶年間の暦官は当面の課題に十分な答えを出したと言

えるのではないでしょうか。 

 

3 日本での展開 

日本で最初に定気法が意識されたのは、徳川吉宗が「有

徳院様暦數御尋之」１２で 

 

一、 時憲暦ハ、何の世、誰人の作ニて候哉、 

是ハ組立等相知レ不申候哉。 

 

と下問して、調査が始まってからのことではないかと思われ

ます。 

しかし、徳川吉宗が望んだ改暦は宝暦暦では実現しませ

んでした。宝暦暦と寛政暦は貞享暦と同じく平気の暦法で

あり、定気的な考え方が取り入れられたのは、唯一、彼岸

の日取りの決定方法に止まります。渡邊敏夫『日本の暦』１３

によれば、彼岸の日取りは表 2のように推移した由。 
 

表 2彼岸の日取り 

暦法 彼岸の入りの日付 

(日数は春秋分の当日を含む) 

宣明暦 春秋分の三日後(没日は日数に数えない) 

貞享暦 春秋分の三日後 

宝暦暦 春の彼岸は春分の六日前 

秋の彼岸は秋分の二日前 

寛政暦 宝暦暦と同じ 

天保暦 春秋分の四日前 

 

宝暦暦と寛政暦では、おおまかに彼岸の中日が定気の春

秋分になるように彼岸の入りの日付が定められました。 

 

寛政暦はケプラーの法則を用いて月行遅疾や日行盈縮を

計算するなど、西洋天文学の成果を大幅に取り入れていま

す。実際、渋川佑賢１４輯『星學須知』１５によれば、定気の

採用についても麻田剛立と高橋至時らは議論を行っていた

ようです。 

 

高橋至時麻田妥彰ニ問テ曰右件１６ノ如ク實氣ヲ用テ

若一月ノ内ニ兩中氣ヲ推シ得而シテ前後兩三月ニ中

氣ナクハ孰ノ月ヲ閏ト定ムヘキヤ妥彰對テ曰其前月

ヲ取テ閏トナスヘシト 

 

しかし、最終的に平気を採用したのは、定気の中気と暦

月の対応方法について、暦面に現れた時憲暦から明確な方

針を帰納することができなかったからではないかと思われ

ます。 

 

嘉慶年間の暦面変更の実例が確認されて初めて二至二分

を優先するという方針を帰納できた。その結果として、天

保暦での定気の採用となったのでしょう。「2033年問題は

どのように知られてきたか」に既に書きましたように、渋

川佑賢は清の嘉慶年間の「広義の2033年問題」ともいう

べき事例を把握していました。 

 

4 おわりに 

これ以降の展開は、昨年まとめた「2033年問題はどのよ

うに知られてきたか」で記しましたので、そちらをお読み

ください。現実の2033年問題の出来(しゅったい)は、江戸時

代と明治時代の間、あるいはその他の諸々の事情による情

報の断絶の故に起こったのではないかと思います。 
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